
中間とりまとめにおける提言の概要

項目 中間とりまとめの内容

働き方改革と
担い手確保

育成

• 長時間労働の是正、週休二日の確保や施工時期の平準化、書類等の統一化・簡素化
• 中長期的な事業量の確保・公表
• 若手技術者の現場配置の促進

「地域の守り
手」の育成・

確保

• 高い技術力や現場力を保持している企業が、より規模の大きな工事へ参加可能とする
などのインセンティブのある制度の検討

• 「災害復旧における入札契約方式の適用ガイドライン」の、地方公共団体への普及
• 発注者間の情報共有、相互連携の促進、地方公共団体へ技術的手法等の情報共有

生産性向上

• 測量・調査・設計・施工・維持管理で一気通貫の3次元データの流通・利活用の推進
• 生産性の向上に資する新技術の活用促進
• 技術提案・交渉方式（ECI方式）の拡大
• 技術開発が必要な工事を対象とした入札・契約制度の構築・改善

品質の信頼
性向上

• ISO等を活用した受発注者の協働による品質管理マネジメントの構築
• 受発注者双方において不断に書類等の統一化・簡素化、情報共有システム（ASP）等の
活用、３次元データ等による監督・検査業務の効率化・合理化

• 計測データや映像等を活用した連続的な電子データによる状況確認への転換、AI・ロ
ボット等革新的技術を積極的に導入

• 共通仕様書等の見直しも含めた積算システムの改善

建設生産・管
理システムの
不断の改善

• 社会資本に関するデータベースの構築
• 全国・ブロック企業、地域企業、専門工事企業などの企業群に、災害時のBCP体制、働
き方改革等も加味した多様な企業評価の実施

• 企業自らが経営戦略に応じて、市場を選択できる制度「（仮称）選択マーケット制」の導
入

• 工事内容に応じて多様な入札契約方式からの適切な選定
• 総合評価落札方式における価格と技術に優れた契約相手を選定するという目的の実現
• 建設業の海外展開（海外実績、成績等の国内工事への活用 等）
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建設生産・管理システム部会 当面のテーマ

項目 部会で当面の間取り扱うテーマ
今年度 第1回
（平成30年11月）

働き方改革
と担い手確
保育成

週休2日の促進
施工時期等の平準化
工期変動と連動した積算
若手・女性技術者の評価
受発注者の負担軽減
中長期的な発注見通しの公表

◎週休2日の促進
◎施工時期等の平準化
○工期変動と連動した積算
○若手・女性技術者の評価

○受発注者の負担軽減

「地域の守
り手」の育
成・確保

災害時の対応
地域企業の受注機会拡大

○災害時の対応
○地域企業の受注機会拡大

生産性向上

i-Constructionの取組（BIM/CIMの取組
等）
新技術導入促進
技術提案・交渉方式のさらなる展開

技術開発を伴う工事の入札契約のあり
方

○i-Constructionの取組（BIM/CIMの取組
等）
○新技術の導入促進
◎技術提案・交渉方式のさらなる展開

品質の信頼
性向上

監督・検査における画像・電子的情報の
活用
共通仕様書等の見直しも含めた積算シ
ステムの改善

○監督・検査における画像・電子的情報の
活用

建設生産・
管理システ
ムの不断の

改善

総合評価落札方式の改善
多様な企業評価の実施
多様な入札契約方式
建設業の海外展開

○総合評価落札方式の改善

◎：第１回部会での審議テーマ


